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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、抗HIV薬の感受性に影響を及ぼす臨床分離株の増殖能を検討したものであ

る。末梢血単核細胞に高い増殖能を持つ4株以上のHIV分離株を感染させ、それぞれ13種類

の治療薬の活性成分と共に培養し、抗HIV薬の90％阻害濃度（IC90）と、末梢血液中で達

成可能な最高・最低薬物濃度を比較し、薬剤のHIV株に対する感受性を検討した。その結

果、高い増殖能を持つが薬剤耐性遺伝子を持たないHIV分離株に対し、アタザナビルなど8

化合物が低いIC90値を示し十分な薬剤感受性を保持したが、ラミブジン、エムトリシタビ

ン、エファビレンツ、テノホビルは、IC90が最低血中濃度付近から最高血中濃度を上回

り、高増殖能株の制御が難しいことが推定された。本論文の内容は、HIV治療薬処方に新

規の選択基準を提供し、また治療薬開発に新規の戦略を示唆するものであり、感染症治療

学の分野において明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


